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注意
∞∑

n=1

1

ns
(s > 0) の発散・収束などの定理は証明なしに用いても構わない。

∞∑
n=2

nprn−2 (0 < r < 1, p > 0) が収束することも証明なしに用いても構わない。

1. 次の正項級数は収束する, 発散するのいずれかを調べよ。
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n2n
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∞∑
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(
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2. 次の級数は絶対収束する, 条件収束する, 発散するのいずれかを調べよ。
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n

3.
n∑

k=1

(−x2)k−1 =
1 − (−x2)n

1 + x2
を用いて、1 − 1

3
+

1

5
− · · · + (−1)n−1

2n − 1
+ · · · =

π

4
を示

せ。

4. (1) 関数列
{

1

1 + (x − n)2

}
は (−∞,∞)上一様収束するか、また、(−∞,∞)上で

広義一様収束するかを調べよ。

(2) 関数列
{
naxe−nx2

}
が I = [0, 1]上で一様収束するような実数 aの範囲を決定せよ。

5. 次の関数項級数
∞∑

n=1

xe−nx2

が I = [0, 1]上で一様収束するかを調べよ。

6. f(x) =
∞∑

n=1

bn sin nxとする。このとき、級数
∞∑

n=1

bnが絶対収束すれば、f(x)は I =

[−π, π]上の連続関数であり、bk =
1

π

∫ π

−π

f(x) sin kx dx (k = 1, 2, . . .) となることを

示せ。

7. −1 < x < 1のとき、
∞∑

n=1

nxn−1が収束し、その和が
1

(1 − x)2
となる。このことか

ら、−1 < x < 1のとき、
∞∑

n=2

n(n − 1)xn−2が収束し、その和が
2

(1 − x)3
となること

を示せ。(ヒント: 上の注意の 2行目を用いよ。)
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